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株式会社フォーカスシステムズ
2011年6月2日（木）

2011年3月期

（第35期）

決算説明会資料決算説明会資料

（証券コード : 4662）

本資料は、2011年5月31日現在において入手可能な情報及び将来の業績に与える不確実な要因に係る2011年6月2日現在に
おける仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。従って
、当社グループとして、その確実性を保証するものではありません。
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Ⅰ.2011/3期(第35期)決算について
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増減率増減額増減率増減額実績計画実績（百万円）
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△795,0825,1005,161公共関連事業

1545,9056,2405,751民間関連事業

△376414460790
セキュリティ機器
関連事業

2438680△157純利益

5714518088経常利益

60187230127営業利益

△30111,40111,80011,702売上高

対前期20１1/3期20１1/3期2010/3期

減収するも利益は確保。

ITサービスにおける基盤設計・構築は
順調に推移。
公共関連事業は比較的堅調。

・ IT投資意欲後退

・ ユーザにおける内製化、オフショア化

・ 開発案件の減少、延期、中止

・ コスト削減要求

Ⅰ．2011/3期(第35期)概況



5 Copyright Focus Systems Corporation

貸借対照表

9,060

4,677

23

△244

43

1,949

2,905

4,383

1,540

2,842

9.060

1,289

92

3,817

5,200

3,860

34期

-△244自己株式

区分 33期 35期

（資産の部）

流動資産 4,391 4,439

固定資産 5,504 5,689

有形固定資産 3,855 3,785

無形固定資産 205 66

投資その他の資産 1,442 1,837

資産合計 9,895 10,129

（負債の部）

流動負債 3,048 3,044

固定負債 2,114 2,039

負債合計 5,163 5,083

（純資産の部）

資本金 2,905 2,905

資本剰余金 1,949 1,468

利益剰余金 200 129

その他有価証券評価差額金 △78 541

純資産合計 4,732 5,045

負債・純資産合計 9,895 10,129

固定資産は、前期末に比べ489百万円増加しました。
これは主に、投資有価証券665百万円の増加によるもの
です。

流動負債は、前期末に比べ202百万円増加しました。
これは主に未払法人税等の増加134百万円によるもので
す。

固定負債は、前期末に比べ499百万円増加しました。
これは主に、長期借入金278百万円および繰延税金負債
335百万円の増加によるものです。

流動資産は、前期末に比べ579百万円増加しました。
これは主に、現金および預金497百万円の増加によるも
のです。

資本準備金より700百万円をその他資本剰余金へ振り替
え、自己株式481百万円の消却をおこないました。
利益剰余金は86百万円増加し、その他有価証券評価差額
金は、518百万円増加して、純資産は368百万円の増加と
なりました。

単位：百万円
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区分 33期 34期 35期

売上高 12,041 11,702 11,401

売上原価 10,842 10,447 10,075

売上総利益 1,198 1,255 1,325

販売費および一般管理費 1,136 1,127 1,137

営業利益 61 127 187

営業外収益 55 51 47

営業外費用 103 89 89

経常利益 13 88 145

特別利益 86 - 184

特別損失 6 231 90

税引前当期純利益または

税引前当期純損失(△)
93 △142 240

法人税、住民税及び事業税 6 6 143

法人税等調整額 243 8 10

法人税等合計 249 14 153

当期純利益または純損失(△) △155 △157 86

損益計算書

売上高は、前期末に比べ301百万円の減少で
した。
これは、主に製品売上高が385百万円減少し
たことによるものです。
売上原価が371百万円減少し、売上総利益は
70百万円増加、その結果、営業利益は60百万
円増加しました。

特別損失は、141百万円減少しました。
これは主に投資有価証券評価損181百万の減少
によるものです。

上記の結果、当期純利益は、86百万円となり、
前期比243百万円の増加となりました。

単位：百万円
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売上高
(百万円 )

売上総利益
(百万円 )

経営成績

区分 33期 34期 35期

売上高 12,041,114 11,702,747 11,401,654

売上総利益 1,198,291 1,255,085 1,325,791

（千円）
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区分 33期 34期 35期

営業利益 61,496 127,368 187,847

経常利益 13,687 88,538 145,650

当期純利益および純損失(△) △155,840 △157,384 86,844

営業利益
(百万円 )

経常利益
(百万円)

当期純利益および当期純損失（△）
(百万円)

経営成績
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当事業年度（自 平成22年4月1日 至 平成23年3月31日）

当期変動額

1,468

△481

－

△481

1,949

資本剰余金
合計

8686 86当期純利益

5,0455414,503－1292181,2492,905当期末残高

368518△14924486218△700－当期変動額合計

518518
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

－－700△700
準備金から剰余金への
振替

－－481△481自己株式の消却

△236△236△236自己株式の取得

4,677234,653△24443－1,9492,905前期末残高

繰越利益
剰余金

その他利益
剰余金その他

資本剰余金
資本準備金

その他有価
証券評価
差額金

株主資本
合計

自己株式

利益剰余金資本剰余金

資本金

純資産
合計

評価･換算
差額等

株主資本

（百万円）

株主資本等変動計算書
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キャッシュ ・フロー

区分 35期 （千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 242,088

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー 435,676

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー △158,008

Ⅳ 現金および現金同等物の増減額(△は減少) 519,756

Ⅴ 現金および現金同等物の期首残高 1,142,347

Ⅵ 現金および現金同等物の期末残高 1,662,104

Ⅰ 営業活動による
キャッシュ・フロー

当期は、税引前当期純利益240百万円
、投資有価証券売却益118百万円、利
息・供託金及び法人税の支払額162百

万円等により、この結果得られた資金
は、242百万円となりました。

Ⅱ 投資活動による
キャッシュ・フロー

当期は、保険積立金の積立50百万円、
固定資産の取得33百万円、投資有価証
券取得76百万円等による支出があった
ものの、投資有価証券の売却収入393
百万円等の収入により、この結果得ら
れた資金は、435百万円となりました。

Ⅲ 財務活動による
キャッシュ・フロー

当期は、主として長期借入金の借入によ
る収入1,500百万円があったものの、社
債の償還130百万円、長期借入金の返
済1,276百万円及び自己株式の取得236
百万円により、この結果使用した資金は
158百万円となっています。

Ⅵ 現金および現金同等物の期末残高

上記の結果、当会計年度における現金および現金同等物は、期首に比して519百万円増加し1,662百万円となりました。
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業績３期比較

33期 34期 35期

売上高 （千円） 12,041,114 11,702,747 11,401,654

営業利益 （千円） 61,496 127,368 187,847

経常利益 （千円） 13,687 88,538 145,650

当期純利益または
当期純損失(△)

（千円） △155,840 △157,384 86,844

資本金 （千円） 2,905,422 2,905,422 2,905,422

発行済株式総数 （千株） 9,195 9,195 8,146

純資産額 （千円） 4,732,367 4,677,323 5,045,697

総資産額 （千円） 9,895,643 9,060,966 10,129,135

自己資本比率 （％） 47.8 51.6 49.8

従業員数 （人） 827 867 895
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計

１８７．８４７△１，１１１，１００１，２９８，９４７３２，７４６５８７，３５９６７８，８４１セグメント利益

１．６４％

１１，４０１，６５４

合計

（注２）

－

－

調整額

（注１）

報告セグメント
2011/3期（35期）

通期

１１．３９％７．９０％９．９４％１３．３５％利益率

１１，４０１，６５４４１４，３４９５，９０５，１９１５，０８２，１１３売上高

セキュリテ
ィ機器関連

民間関連公共関連

2011/3期売上高

民間関連
51%

公共関連
45%

ｾｷｭﾘﾃｨ
機器関連

4%
2010/3期売上高

ｾｷｭﾘﾃｨ
機器関連

7%

公共関連
44%

民間関連
49%

セグメント別経営成績

（注）１．セグメント利益の調整額△１，１１１，１００千円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費（全社費用）であります。

２．セグメント利益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。

789,854セキュリティ機器関連

5,751,061民間関連

11,702,748

5,161,833

2010/3期売上高（千円）報告セグメント

合計

公共関連

（千円）
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4.24765.76626.4778沖電気関連

11.11,26110.31.2048.81,056日本IBM関連

32.63,71831.93,73237.04,455その他

100.011,401100.011,702100.012,041合計

67.47,68368.17,97063.07,586小計

3.23722.63103.1369ＣＴＣ関連

4.85514.45153.0361NTT関連

44.15,02345.15,27941.75,022NTTデータ関連

シェア（％）売上高（百万円）シェア（％）売上高（百万円）シェア（％）売上高（百万円）

35期34期33期

顧客名

主要顧客別売上高推移

0
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8000

10000

12000

14000

33期 34期 35期
ＮＴＴ日本IBM沖電気

NTTD

CTC

その他

35期の顧客先別シェアー12,041 11,702 11,401
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Ⅱ．2012/3期(第36期)

方針および業績予想
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①営業活動の強化

②各組織間の連携強化

③事業の優先順位の明確化

④環境の変化への対応

⑤人材育成およびブランドイメージの向上

今期経営方針
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（公共関連事業）
①ＮＴＴＤ関連業務は、現状の業務量を維持しつつ、さらに顧客の信頼

度向上を図るとともに、外国をユーザーとするＮＴＴＤの海外展開に参
入を目指す。

②元請になるための営業を推進する。
（民間関連事業）

③独立系の強みを生かし、元請業務の拡大を目指す。

④他社との連携も視野に入れた、自社製品の開発を行う。
（セキュリティ機器関連事業）

⑤海外ベンダーとの連携を強化しつつ国内Ｎｏ．１のフォレンジックベン
ダーを目指す。

⑥新規分野の情報収集と、各本部、各室との連携強化による新規事
業への展開を図る。

（全社的に）
⑦特化した技術、先端技術を持つ社員の育成、及びそれに伴う投資を

行う。

経営戦略
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業績予想

86

145

187

11,401

第35期

通期実績

+33.1%250営業利益

+3.5%11,800売上高

+37.3%200経常利益

（百万円）

第36期

通期予想

前期比

当期純利益 90 +3.6%

10.00

第36期

通期予想

10.00

第35期

通期実績(円)

配当性向

１株当たり年間配当金 90.5%



19 Copyright Focus Systems Corporation

Ⅲ．ご 参 考

１．当社の概要
２．決算データ推移
３．当期トピックス
４．当期製品トピックス
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経営方針

システム
インテグレーション

ＩＴサービス 情報セキュリティ

経営の基本方針

企業理念

「公器としての企業の成長を通じ社会に貢献する」

「時代の 先端を走る安全で効率的なソフトウェアの供給を通して、
顧客・株主・ビジネスパートナー及び社員と共に成長し続ける」

３つの“ＦＯＣＵＳ”

当社の概要
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（関連会社）

㈱イノス 本社：熊本県熊本市

ソフトウェア開発 １．ビジネスアプリケーション分野

２．Webアプリケーション分野

３．グループウェア分野

４．産業制御分野

５．パッケージ商品（C4Backup/400の開発はイノスが担当）

得意先

株式会社フォーカスシステムズ

製品仕入

納品受注

企業集団の状況

当社の概要

関連会社の状況（平成23年3月）

5,113744781,36020.0㈱イノス

純利益（千円）経常利益（千円）売上高（千円）持分（％）社名

（注） 従来連結子会社であったオープンテクノロジー株式会社の一部株式を平成22年11月８日付で譲渡したため、第３四半期期
首より連結の範囲から除外しております。また平成23年３月25日付で当社保有の全株式を譲渡しております。なお、オープン

テクノロジー株式会社は唯一の連結子会社であったため、当事業年度より連結から非連結の開示となっております。
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決算データ推移

非連結通期 2005/3/31 2006/3/31 2007/3/31 2008/3/31 2009/3/31 2010/3/31 2011/3/31

決算年月 平成17年3月 平成18年3月 平成19年3月 平成20年3月 平成21年3月 平成22年3月 平成23年3月

売上高（千円） 10,170,787 10,270,725 10,965,824 12,251,187 12,041,114 11,702,747 11,401,654

営業利益（千円） 249,743 255,884 301,999 332,158 61,496 127,368 187,847

経常利益(千円） 213,033 208,143 277,239 283,210 13,687 88,538 145,650

当期純利益（千円） -12,179 217,297 182,679 240,970 -155,840 -157,384 86,844

資本金（千円） 2,905,422 2,905,422 2,905,422 2,905,422 2,905,422 2,905,422 2,905,422

発行株式総数（千株） 9,195 9,195 9,195 9,195 9,195 9,195 8,146

純資産額（千円） 4,963,345 5,164,626 5,155,519 5,403,970 4,732,367 4,677,323 5,045,697

総資産額（千円） 12,662,199 12,286,998 11,328,108 10,745,545 9,895,643 9,060,966 10,129,135

1株当たり純資産額（円） 539.78 559.49 566.84 605.70 546.45 540.09 619.37

1株当たり配当額（円） 5.00 10.00 10.00 10.00 0 0 10.00

1株当たり当期純利益（円） -1.33 21.46 20.01 26.68 -17.64 -18.17 10.20

自己資本比率（％） 39.2 42.0 45.5 50.3 47.8 51.6 49.8

自己資本利益率（％） － 4.3 3.5 4.6 － － 1.8

株価収益率（％） － 29.7 18.5 15.4 － － 48.6

配当性向（％） － 46.6 50.0 37.5 － － 98.0

従業員数（人） 704 719 718 768 827 867 895

株価 年度高値(円） 880 997 647 560 537 450 600

株価 年度安値（円） 480 485 345 350 375 211 220
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当期トピックス

自己株式の市場買付けについて

会社法第１６５条第２項の規定に基づき自己株式取得のための市場買付けを、下記のとおり実施しました。

平成２３年４月４日

および平成２３年５月３０日

平成２２年１０月６日

および平成２３年２月７日

平成２２年７月５日決議日

自己株式数

発行済株式総数（自己株式を除く）

取得総額

取得株式数

自己株式取得の日程

取得価額の総額

取得する株式の種類および総数

－１,０４８,８９４株６５６,５９４株

－８,１４６,４７１株８,５３８,７７１株

取得日程終了時点の自己株式の保有

１０４,１８９,５００円（５月末現在）１９９,９６０,６００円３６,７１８,９００円

１８９,１００株（５月末現在）３９２,３００株１２１,４００株

取得日程内に取得した自己株式の累計

平成２３年４月５日

～平成２３年７月３１日

平成２２年１０月７日

～平成２３年３月２２日

平成２２年７月６日

～平成２２年１０月５日

２００,０００,０００円を上限とする２００,０００,０００円を上限とする５０,０００,０００円を上限とする

普通株式

４００,０００株を上限とする

普通株式

５００,０００株を上限とする

普通株式

２５０,０００株を上限とする

取締役会決議の内容

自己株式の消却について

会社法第１７８条の規定に基づき、自己株式を消却いたしました。

・消却する株式の種類および総数 普通株式 １,０４８,８９４株（消却前の発行済株式総数の11.40％）
・消却日 平成２３年３月３０日
・消却後の発行済株式総数 ８,１４６,４７１株
・消却後の保有自己株式数 ０株
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代表取締役の異動および人事異動並びに組織変更に関するお知らせ

当社は創業以来ソフトウェア開発を本業とし、平成８年の株式店頭公開を経て順調に業容・業績を拡大
してまいりましたが、本年創業３５年目を迎えるにあたり、さらなる飛翔のために、経営体制の若返りを
図り、新体制で臨むこととし、代表取締役の異動および人事異動並びに組織変更を行いました。

（１）取締役分掌変更（平成２３年４月１日）

氏名 役職名（旧役職名）

東 光博 取締役相談役（代表取締役会長）

石橋 雅敏 代表取締役会長（代表取締役社長）

柿木 龍彦 取締役相談役（取締役副社長）

森 啓一 代表取締役社長（常務取締役管理本部長兼経営企画室長）

三浦 宏介 常務取締役事業本部担当兼情報通信事業本部長（取締役事業部統括部長）

（２）就任（平成２３年６月２９日予定）

氏名 役職名

室井 誠 取締役ITサービス事業本部長

後藤 亮 取締役公共金融事業本部長
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資本準備金の額の減少について

平成２３年５月１２日開催の取締役会において、平成２３年６月２９日に開催を予定している定時株主総会
に、下記のとおり資本準備金の額の減少について付議することを決議いたしました。

１．資本準備金の額の減少の目的
今後の資本政策の機動性を確保するため、会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金の額を減少し、

その他資本剰余金に振り替えるものです。
２．資本準備金の額の減少の要領

(１) 減少すべき資本準備金の額
資本準備金の額1,249,999,790円を500,000,000円減少して、749,999,790円とする。

(２) 資本準備金の額の減少の方法
1)減少する準備金の額 資本準備金 500,000,000円
2)増加する剰余金の額 その他資本剰余金 500,000,000円

３．資本準備金の額の減少の日程
(１) 取締役会決議日 平成２３年５月１２日
(２) 債権者異議申述公告日 平成２３年５月２４日
(３) 債権者異議申述 終期日 平成２３年６月２４日（予定）
(４) 株主総会決議日 平成２３年６月２９日（予定）
(５) 効力発生日 平成２３年６月２９日（予定）

４．今後の見通し
本件は、「純資産の部」の勘定内の振替処理となりますので、当社の純資産に変動はなく、当社の業績に

与える影響はありません。
なお、上記内容につきましては、平成23年6月29日開催予定の当社定時株主総会において承認可決されるこ

とを条件といたします。
以上
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Passware Kit Forensicの独占的販売契約締結
日本語版製品を6月1日販売開始

株式会社フォーカスシステムズ（東京都品川区、代表取締役社長：森 啓一）は、この度米国Passware Inc,
（米国カリフォルニア州マウンテンビュー、CEO: Dmitry Sumin）のフォレンジック用パスワード解析ソフトウェ
アPassware Kit Forensicに関して、株式会社エージーテック（東京都千代田区、代表取締役CEO: 安藤 由

男）と日本国内における独占的販売契約を締結しました。
Passware Kit Forensicは業界をリードするフォレンジック用パスワード解析ソフトウェアで、政府官公庁、

Fortune500企業等の大手顧客で利用されています。特に政府官公庁・法執行機関では標準パスワード解析

ソフトウェアの一つとして幅広く活用されています。またフォレンジック調査解析ソフトウェア分野において高名
なEnCase Forensicのガイダンスソフトウェア社のアクセラレータTACCと連携して、高速なパスワード解析を

可能にするソリューションも提供しています。
今後日本国内においては、当社がフォレンジック業界に持つ顧客基盤と豊富な実績を活かし、政府官公庁・

法執行機関や大手企業をターゲットに、輸入元である株式会社エージーテックと協力して拡販していきます。

Passware Inc,について
1998年に設立、本社はカリフォルニア州マウンテンビュー、開発・エンジニアリング拠点はロシアのモスクワにあります。顧客に

はマイクロソフト, アドビ, アップル, インテル, ウォルマート, HP, デロイト, Ernst & Young, KPMG, PWC, 米国司法省, 米国上院, 
NASA, 内国歳入庁などがあります。

株式会社エージーテックについて
1984 年4 月設立以来、組み込み用データベースソフトPervasive PSQL を中心に開発者向け製品を輸入、日本語化、および

販売を行っています。扱っている製品は４つのカテゴリに分けられ、データベース系の主な製品はPervasive PSQL（旧Btrieve）、
ビジネスインテグレーション＆インテリジェンス系ではデータ監査ツール ACL、開発ツール系では、Merge や BtrieveClasses
for .NETなど、そしてIT プロフェッショナルツール系ではPassware Windows Key やWinBatch などを販売しています。

当期製品トピックス
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株式会社オクトーバー・スカイと販売代理店契約を締結 2011 年4 月20 日

世界 高速の 適化エンジンであるGurobiOptimizer や 適化モデリングツール AIMMS の日本国内総販

売権を持つ株式会社オクトーバー・スカイの販売代理店としてこれらの製品を販売してゆくことに致しました。
また、これらの 適化製品を適用した各種システムの開発も受託致します。
フォーカスシステムズは、Gurobi Optimizer 等を駆使し新たなソリューションを創造します。

当期製品トピックス
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株式会社リミックスポイントと販売提携に関する基本契約締結

平成22年11月11日、株式会社リミックスポイント（本社東京都中央区 代表取締役社長髙田真吾 以下リミックスポイント）と、
リミックスポイント社のイメージレポーターシリーズ製品群（イメージレポーター５、イメージレポーターPRO 等）について、
中央官庁向けの独占的な販売提携に関する基本契約を締結いたしました。

１．販売提携の目的
リミックスポイント社は、画像・映像のインプットからアウトプットまでの事業領域において、新しいビジュアルコミュニケーシ

ョンのカタチを創造することに注力しており、主にデジタル画像、映像に関連する操作性の高い業務用アプリケーション・ソフト
ウエアの開発及び販売を行っております。その中でも、防犯カメラの画像解析は、同社が も得意とする分野で、大学等の研究機
関との共同開発により、捜査支援画像解析ソフト「Image Reporter(イメージレポーター)」を商品化し、防犯関連官公庁に広く採
用されております。しかし、従来は直販体制にて営業展開をしておりましたが、同体制を続けることは効率化や、営業とのスピー
ド等において課題となっていました。
一方で、当社は、ソフトウェア開発・販売事業において、「システムインテグレーション事業」・「IT サービス事業」・「情報

セキュリティ事業」の3 事業分野に注力しておりますが、なかでも近年特に力を入れているのが、電子機器及び電子データが関連
するインシデントや紛争の際に必要不可欠なコンピユータの調査・解析を行う技術「デジタル・フォレンジック」を用いた製品で、
警察をはじめ官公庁関連を中心に展開しております。また、当社はセキュリティソリューションサービスとして、自社セキュリテ
ィ製品の提供だけでなく、顧客の要望に柔軟に対応した幅広いサービスの提供として、顧客に評価される他社製品のラインアップ
を検討しておりました。そこで、リミックスポイント社が課題としている事業展開のスピード化並びにターゲットユーザー層への
効率的アプローチ等を行う事と、同社製品イメージレポーターを当社のソリューション展開に加える事で、顧客の要望に柔軟に対
応出来る事とで、双方の利害が一致し、この度の販売提携に至りました。

(注) 「デジタル・フォレンジック」とは、不正アクセスや機密情報漏洩などコンピュータに関する犯罪や法的紛争が
生じた際に、原因究明や捜査に必要な機器やデータ、電子的記録を収集・分析し、その法的な証拠性を明らかに
する手段や技術の総称。

２．販売提携の内容
1) リミックスポイント社の捜査支援用画像処理システム「イメージレポーターシリーズ製品」について、当社を、中央官庁
向けの独占的な販売代理店として認定。

2) 当社とリミックスポイント社との販売活動における相互の協力関係の構築。
３．業務提携先の概要

名称 ： 株式会社リミックスポイント
所在地 ： 東京都中央区日本橋箱崎町20-14 日本橋巴ビル
代表者の役職・氏名 ： 代表取締役社長 髙田 真吾
事業内容 ： デジタル画像・映像に関するアプリケーション・ソフトウェアの開発及び周辺サービスの提供
資本金 ： 615 百万円（平成22 年3 月末現在）
設立年月日 ： 平成16 年3 月

以上
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近よく耳にする、Android端末。
皆さんはアップル社製のiPhoneというスマートフォンや同じくアップル社製のiPadというタブレットPCと呼ばれる携帯情報端

末はご存じと思います。
パソコンの主要なOS（オペレーティングシステム）にMacとWindowsがあるように、携帯端末にもいくつかのOSがあります。
Androidは2007年に米グーグル社が、発表した携帯端末向けのOSです。
後発であるAndroidがすごい勢いで普及しているその背景には、ソースコード（プログラム）が公開されているため、Android
というOSの上で動作するソフトウェアを誰でもが自由に作ることができるという特徴があります。そのため、他のOSを使用
する場合のライセンス料を支払う必要がなく、安価で製品を開発できます。その規格を決める団体OHAには、日本の主要
な通信事業者、メーカーなど３０数社が参加しています。

Androidoでは、対象とするシステムのためのソフトウェアを自由に開発・搭載できるため、持ち歩きが出来るAndroid搭載スマー

トフォンを、パソコンの替わりにシステムの端末とすることで、システム運用の自由度が高まります。

■ これからは

■開発実績（スマートフォンを使用した業務システム利用）

■今話題のAndroid（アンドロイド） ってなに？

フォーカスシステムズは、創業時より通信システムを手がけてきました。
電子交換機に始まり、交換機のコンピュータ化、PBX（宅内交換機）、携帯電話基地局、次世代通信網（NGN)など、時代ととも
に進化する通信技術に対応してきました。
これからも進化し続ける情報通信技術に常に目を光らせ、ICT社会に貢献して参ります。

HTTPS通信

暗号化（AES）

販売管理

営業支援

etc…

既存業務システム スマートフォン

Android搭載端末

モバイルプリンターなど

無線通信

Internet
Internet

当期製品トピックス



30 Copyright Focus Systems Corporation

本日は、ご多忙の中ご来場賜り
ありがとうございました。

今後とも、ご指導ご支援のほど
お願い申し上げます。


